
 

 
 

 

御陵駅から地下鉄に乗ってやってきた勧修寺、真

言宗山科派の大本山で、醍醐天皇の創建（９００年）

になるという古い歴史を持つ。 

門前の築地塀沿いは桜もみじで彩られていた。塀

の上から覗いているのはソメイヨシノ、右側の黄葉

は枝垂れ桜である。枝垂れ桜の列植は珍しく、春に

は右の写真のように見事な花を咲かせる。 

秋の風景は、京都というより奈良の風景と言った

方がよさそうな素朴さがある。 
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拝観料の４００円（安い）を払って門前に立つと、中の美しい景色が額縁で切りと

られたように見える。オペラの序曲を聴くときのように、これから中に入ろうとする

ときのわくわくした気分をいやが上にも高めてくれる。 

水は極めて透明度の高い清流である。流れに

近寄ってみるとたくさんの魚が泳いでいる。中

には体長が３０ｃｍ近いものがいた。水面の上

からなので色はよく分からないが、体の模様か

らニジマスではないかと思った。 

街なかでこんな風景が見られる。このあたり

に住む人は幸せである。 

駅からお寺へ行く途中に山科川

を渡る。橋の上から見ると上流から

２羽のカルガモが泳いできた。仲の

いい夫婦である。すると下流側から

も一組のつがいがやってきた。 

帰りに同じところを通ったら、つ

がいは３組に増えていた。エサが豊

富なのだろう。 



 
 
 
 

 
門を入ってすぐ右に宸殿（しんでん）がある。江戸時代に明正天皇から書院（重文）と共に下賜

され、移築された建物だといわれる。宸殿とは門跡寺院特有の建物で、有縁の天皇や歴代門跡の位

牌を祀っている。この寺は現在門跡寺院とは名乗っていないが、格式の高さを象徴する建物だ。 

門を入るとそこはすでに庭園の中だ。鮮やかな紅葉に目を見張る。背後の山を借景に

した池泉回遊式庭園は広大で開放的だ。禅寺の閉塞された庭とは対照的である。 



 
 
 
 

 

書院の前は楓が林のように植えられ、その前方に観音堂がある。その左が広い芝生の広場になって

いて氷室池という大きな池に面している。「芝生の中には自由にお入りください」という趣旨の立て

札が立っているのも珍しい。 

氷室池は蓮と睡蓮で有名である。今の季節は蓮が枯れてもの寂びた風景である。中ノ島は自然林に

なっていて、春には白鷺などが巣作りをする場所である。池畔にはベンチが置かれ、野鳥観察用の双

眼鏡も置かれている。こういうところにも、この寺の拝観者に対する姿勢が窺がわれて好ましい。 



 勧修寺は、山科という都から離れたところにあり、創建当時は自然の中にあったと思われ、また真言宗という

宗派の関係もあるのか、極めておおらかな佇まいを見せてくれる。それでいて、かつての門跡寺院としての格調

の高さも持っている、すばらしい寺だと僕は思う。春は桜、夏は蓮と睡蓮、秋は紅葉が美しく、心和む寺である。

いちど真冬の雪の積もったときに来てみたいものだと思う。 

 

 このあと、近くにある小野小町ゆかりの寺「隋心院」へ行って、さらに醍醐寺まで足を伸ばそうと思っていた

が、朝から大分歩いたし帰りの電車が混むことも考え、この辺で切り上げることにして帰途に着いた。隋心院の

書院から見る庭はすばらしく、この季節に見てみたいものだが、またの機会にすることにしよう。 

 

 

書院から眺めた随心院の庭園 


